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る

の
 

み
な
も
ず
V

M
ら
に
、
.假
令
固
定
資
本
ぞ
流
：動
資
本
の
：占
む
.る
割
合
が
同
 ̂
f

ど
ず
る
も
"
そ
.の
固
定
資
本
の
®
 

久
性
異
名
に
：從
つ
て
：>
:
'同i,

の
.結
梁
が
生
ず
る
。
.乙
れ
リ
力
ア
ド
ォ
に
答
々
て
>
固
定
賛
本
芒
流
動
資
本
0
差
は
：

I: 

_ 

G
そ
の
耐
久
性
の
度
合
に
：懸
る
を
以
て
，
耐
久
性
減
少
す
る
に
つ
れ
0

«
資
本
は
^

^

©

1に
$

づ
く
を
双「

て
で
あ 

る
巧
か
ぐ
の
如
く
に
し
て
最
初
の
勞
働
價
値
論
は
修
.I
H
を
&

た
が
' 
そ
れ
が
貨
物
.の
#
換
憤
値
決
定&

實
f

當 

つ
.
.て
生
^

る
效
娱
は
、
前
者
に
比
ぶ
れ
；ば
著
る
し
<
劣
れ
る
も
；の
；な
>

:s
の
'見
解
は
#
:持
さ
れ
た
の
小
泉
敎
挟「

タ
力 

ア
：ド
ネ
の
'價
値
濟
に

.依
る)

/0
'
;:
... i

り

.
' 

:
.
八

'
：V

,

;

ノ - 

. 

.

.
S
I

)

卜 

. 

.

.

■ 

, 

'

.

ジ
ヵ
.
.ア
ド
オ
の
.遨

泰

者

扠

る

：
ジ

：
チ

I

A

■
スa

ミ
グ
は
、
勞
働
儇
値
論
を
.固
守
す
る
事
前
者
以
上
で
あ
る
.
o

ミ
ル

に

從

べ

ば

"

經
濟
學
が
國
家
ー
に

»
す

：冬

ば

象

政

學

が

家

旗
{5
:
對
す
る
如
為
も
.の
で
あ
る
。
後
者
が
家
族
の
泡 

費
ぞ
供
給
の
ニ
^
目
的
を
有
贫
る
苳
同
じ
く
經
濟
學
も
»
會

：の

猶

歡

を

微

槳
0

»
磔
た
を
倮
給
：の
^

る
.。
' 併
し
^
ら
勞
働
の
^.
筏
：な
ぐ
し
：て
供
給
せ
ら
る
、
貨
物
は
、
.家
.政
學
に
於
て
何
等
注
意
す
る
の
要
な
さ
^
く
令
，
 

經
濟
學
に
於
て
も
顧
み
る
0
奧
ば
な
い
5
か
く
て
經
濟
學
は
生
議
及
び
：消
衆
論
^

0
,
^
$ 

G

ハ
瓦
九>

;
ど
5
.ア
<の
：
慎
値
論
；

 

第

五

號一

ニ
芄



マ
第1:1

十

怨

(

六
，六
0

>
シ
ヒ
«
ア
0
偾
値
論 

第

艽

鉞

T
U

六

)

め
校
は
分
配
.さ
§

け
れ
ば
な
ら
ぬ
0
.從
つ
て
分
配
の
法
則
が
南
者
の
間
に
介
在
ず
谷
タ
又
貨
物
如
生
產
さ
れ
分
：配 

せ
ら
る

y
時
.そ
の
一
部
が
相
互
に
交
換
せ
ら
f

事
は
，
再
生
，產
.
及
び
'消
费
0
爲
めB

®

る
便
利
^

あ
る
。
、.故
に
交 

換
を
#

ず
吝
法
則
の
探
究
は
消
费
論
に
先
つ
i

0 :

,
で
あ
る(：

經
濟
擧
耍
論
.

一
.
.
八

ニ

 

！

年
. 

一®

!

風
：

頁
；}。

：
：；

ジ

エ
：ム
':
.
ス
パ
ミ
.ル
が

問

題

：ビ

す

る

.は

交

換

«

«

で
あ
る
ノ
|

貨

物

の

一
定
量
が
.他
貨
物
の
：

_
|

定
量
.ビ
交
換：

せ
S

夸 

‘に
當
.つ
て
は
、
兩
貨
物
0
所
有
者
達
を
し
て
か 

>る
交

換

奢

換

心

せ

し

む

へ

る

成

物

が

あ

，
<
?
，

ハ

:

^
れ
は
需
要
供
幹
の
膨
理
で

.*
る
。

一
:«
物
の
市
場
に
齎
ら
3
れ
た
る
量
が
比
較
的
火
な
れ
ば
、
そ
の
暈
少
な
，き 

他
貨
物V

一

の

交

換

に

於

て

，

.は
、
比
較
的
多
量
が
與
ベ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
z
<
に
於
て
か
第| j

の
貨
物
の
市
場
に
if 

ら
さ
る
、
*
が
增
加
す
る
。
か
.く
て
.之
i
交
換
：に
與
.：へ
：
&
る
\
第

ニ

の

貨

物

の

.
量

は

比

臌

的

に

減

少

す

る
ヒ
：.い
ふ
。

併
^
乍
ら
ミ
ル
に
從
へ
0

此
：の
如
き
は
問
題
の
全
部
を
，解
決
す
る
も
の
；で
は
な
い
。
'恭
し
貨
物
交
換
の
鼉
が
供 

給
ビ
僻
耍
の
割
合
に
よ
る
な
ら
ば
、
そ
0
割
合
^
の
も
の
は
何
に
據
る
8
,で
あ
る
か
，の
間
題
に
答
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
？

ミ
ル
：は
答
へ
て
貨
物
を
市
場
^

*
ら
す
费
用(

T
h
e

 
Costs 

of b
r
i
n
g
i
n
w
c
o
m
m
o
d
i
t

 
一
 es 

to m
a
r
k
e
?

な
0

ビ
云 

ふ

;i
p
若
：_し
爾
者
の
费
用
等
し
け
れ
ば
_
%の
割
合
を
變
逛
せ
ん
4
す
る
の
動
機
生
す
る
0
理
な
し
°
何

^
な
)a
ば
、
皮 

等
の
勞
働
を
相
手
の
貨
物
の
生
產
に
投
爭
る
琪
に
依
つ
て
何
等
得
る
處
が
.^
い
が
ら
で
あ
る
0
等
じ
か
ら
ざ
る
時
は 

直
ち
に
そ
の
割
合
を
變
11
せ
ん
S
す

5
動

機

が

發

生

す

る

。
，
比

較

的

^
生
產
費
少
な
^
侧
は
交
換
に
依
つ
て
利
し
、
. 

大
な
る
侧
は
失
ふ
。
こ
、
に
於
て
交
換
:̂
於
か
て
就
者
の
*:
を
增
し
*
後
漭
の
そ
れ
•を
減
少
せ
ん
.ミ
す
るo

か
く
て

.

遂
に
双
方
の
生
齑
费
は
等
し
く
な
る
。
故
に
货
物
の
栩
對
的
慣
値
は
先
づ
需
嬰
ミ
供
給
の
圖
係
.
に
侬
名
も
、
結
局
は
a
 

^

■*

費
1 :

俅
る
®

1

4

な
ゐ
。.
.偶
然
的
に
. «

か

，
、

る

生

康

费

用

，ぺ
々

0

な8
1
:
£く€
 

c'o
s
t
f
}.0
;

點
を
；上
下
す
る
も
、競
•
の
法

—

—maiiitaiMaiiaiiiMiaaBsasiSsaiiMiiiiiaisaacaBSiBiSBSSSBas

然
.
ら
ば
彼
の
沄
ふ
生
產
t

ど
は
何
で
あ
る
か
。

‘日
く「

生
產
嫂
は
勞
働W

資
本
の
結
合
よ
り
な
' る」

VJ (

六
九
質)

。
然
る
に
元
來
資
本
な
な
も
の
は
貨
物
よ
6
な
る 

が
故
に
、
最
初
の
資
本
は
必
然
純
粹
勞
働
の
成
染
で
な
け
れ
ば
«:
ら
ぬ
0
阿
マ」

な

れ

ば

.、

最

物

の

貨

物

が

こ

れ

に

先 

在
す
る
貨
物
に
侬
つ
て
生
產
せ
ら
る
V
の
理
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
又
勞
働
が
唯
一
の
生
產
耍
素
な
る
時
は
、 

を
の
生
產
さ
る
、
貨
物
の
交
換
價
値
は
、
そ
の
生
產
に
要
し
た
る
勞
働
量
に
依
つ
て
決
定
电
ら
る
>
。
か
く
て
最
初 

0!
資
本
の
價
値
は
勞
働
に
依
つ
て
测
定
せ
ら
る
、
。
然
る
に
資
本
自
體
：の
價
値
が
勞
働
^
依

0
て

決

定

せ

ら

る

、

以 

上
'、

か

、

る

資

本

ざ

勞

働
^:
に

よ

つ

て

生

產

せ

ら

る
>
貨

物
.の
價

値
«

'
勞
働
量
に
依
：つ

て

決

定

せ

ら

る

‘い
ふ 

結
論
に
到
著
す
る
。
'，唯
等
*
の
勞
働
を
'秤
®
す
る
に
際
し
て
は
、.
難
易
及
び
熟
練
の
種
々
な
る
度
合
を
褂
酌
す
ベ
き 

は
勿
論
な
卜
ど
い
ふ(

七
ニー

七
四
頁)

。 

,

'
斯

く

の

如

く

に

し

て

、
、
、
ル

'は
簡
單
な
る
勞
働
價
値
論
を
：主
張
し
た
が
、
彼
も
亦
ソ
力
ァ
ド
ォ
が
當
面
せ
る
闲
麵
に
. 

逢
着
し
た
。

1

資
本
中
に
於
け
る
圓
定
資
本
S
流
動
資
本
の
比
の
種
々
異
る
事
こ
れ
：：で
あ
る
。
リ
力
ァ
ド
ォ
は
遂
に 

之
，に
i

つ
て
勞
働
價
値
論
に
修
JH
を
加
へ
た
が
、
ミA

は
‘
種
の
相
殺
說
を
樹
て
、
飽
く
ま
.で
當
初
の
價
値
論
を
敝 

底
せ
ん
ど
齡
み
た
の
で
あ
る
。

‘

旣
述
の
如
く
，
ミ
ル
は
資
本
を
K

て
勞
働
の
成
果
な
>

ど

看

做

し

て

之

を

貯

ベ

ら

れ

：た
：る
勞
働

：(
h
o
a
r
d
e
d

 

l
a
b
o
u
r
)

VJ

稱
し
、
.之
に
對
し
て
直
ち
に
手
を
以
て
適
用
さ
る
、
を
即
時
の
勞
働(i

m
m
e
d
i
a
t
e 

labour) 

w

稱
す
る
。
從
つ
て 

貨
物
が
資
本
士
勞
働
に
よ
办
て
生
產
せ
ら
る
ビ

ぃ

ふ
‘ゆ
、
結
局
1
ー：種
0
勞
働
に
上
ク
て
生
產
：脅
ら
る
琴
い
ふ
に
等
し 

第

二

十

卷(

六

^
一)

シ

,
1
3ァ

の

値

値

論

‘ 

,
0
0 
ニ 

5

'.處



第

二

十

卷

(

六
六
ニ

)

シ
1
1
ョ
ァ
の
值
値
輪

 

笫

芄

號】

r ,
A

い
々
.然
る
に
此
の1

1

種
の
勞
働
に
は
ニ
つ
の
相
違
が
あ
る
。
第
，1
4
南
者
が
常
に
同 
一
0
率
を
以
て
支
拂
は
れ
ざ
る 

事
換
言
：せ
味
一
方
の
騰
貴
下
落
が
他
方
の
騰
貴
下
落
に
伴
は
ぎ
る
*
で
あ
P
V 

0
 
二
は
兩
考
が
一
切
の
貨
物
の
生
產 

に
對
し
常
に
同
一
の
比
を
以
て
實
献
せ
ざ
る
事
こ
れ
で
あ
る
。

少
し
く
說
明
を
加
ふ
る
な
ら
ば
、「

貯
へ
ら
れ
た

る
勞
働」

に
.對
す
る
支
拂
ど
は
利
潤
の
謂
で
あ

☆「

即
時
の
勞
働」

 

に
對
す
る
支
挪w

は
勞
鈒
を
指
稱
す
る
。
然
る
に
勞
銀
ビ
利
濶
ど
は「

一
物
が
»
個
の
當
1

に
殳
_
せ
ら
る
ゝ」

 ̂

關
係
に
.あ
る
を
以
て
一
方
ょ
シ
控
險
せ
ら
る
、
處
は
，
他
方
の
•受
領
す
る
處
さ
な
今
從
つ
て
利
濶
上
れ
ば
勞
銀
ド 

落
し
，
利
满
下
れ
ば
勞
銀
騰
貴
す
；る(
五
六
丨
五
七
頁
}
。
 

，

困

難

ば

第

一

一

に

存

す

る
.0
種
々
な
る
貨
物
の
生
產
に
結
合
す
る
兩
種
勞
働
の
度
合
が
各-

異
る
は
、
ミ
ル
の
認
む 

る
處
で
あ
る
。
本
來
の
勞
働
價
値
論
を
改
む
る
な
く
し
て
ミ
ル
は
之
を
も
說
明
せ
ん
ミ
す
る
。

先
づ
ミ\

は 
一一|

個
の
模
型
的
貨
物
を
假
想
す
る
。
第
一
の
貨
物
は
飩
粋
勞
働
に
よ
つ
.

て
の
み
生
*
せ
ら
れ
何
等
資 

本
の
援
助
^

受
け
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
一
は
勞
働
さ
資
本
が
相
年
せ
‘

る
も
の
：
で

あ

り

、

第

1
1|

は
資
本
の
み
を
以
て 

生

齑

せ

.
ら
る

 

>
も
の
で
あ
：る
0:

今
勞
銀
上
り
利
潤
下
れ
ば
、
.生
產
に
要
す
る
勞
働
最
が
資
本
に
比
し
て
大
な
る
貨
物 

は
少
な
る
貨
物
よ
々
も
騰
貴
が
太
な
る
譯
で
あ
る
。
此
際
第一

種
の
货
物
を
標
準
^

せ
ば
、
其
種
に
屬
す
る
貨
物
の
. 

價
格
に
は
變
動
な
く
他
種
の
貨
物
は
下
落
す
る

ジ

箜|
種
の
貨
物
を
標
準
ヒ
サ
ば
其
種
に

*
す
る
貨
物
に
は
變
動
な 

く
、
そ
れ
よ
9

第
一
種
に
.
近
づ
く
に
從
つ
て
騰
貴
大
に
、
第
± £

種
に
近
づ
く
に
從
つ
て
下
落
大
？
な
办
、
貨
物
0

總 

體
(:
:
..就

い

て
み

る
時
は
騰

落

な

さ̂

ど
な
る
。

然
る
に

|

切

の

貨

物

.は

貨

胳

ミ

比

較

せ
ら
る
、
。
貨
幣
の
值
値
は
そ

ぼ
 

i

:

i

u

u

l

^

I

5

: <
>

k

ll
:

s

:

f

g

s±

±

^

j «
g

i t
t

l f
e

^

:

:

p

な

る

時

は

、
|

8

辂
壢
ミ

し

て

は

何

等

の
8

貴

'も
I

落

も

存

し

な

い

譯

で

ゐ

る
4

事

，：̂

!

<

描

は

之

に

近

き
も
0
 

で
あ
る
。
從
つ
’

て
全
體
く
し
て
、
貨
物
の
‘
價
格
は
勞
鈒
の
*
貴
に
依
つ
て
影
響
を
受
け
な
い
事
に
な
る
ど
い
ふ
の
で 

あ
る(

八
十
頁
I

八
十
ニ
頁)

o 

'

リ
カ
ア
ド
オ
を
著
し
く
筒
約
し
て
、
大
體
に
於
て
V
力
ア
ド
オ
を
信
奉
せ
る
ジ
エ
ー
ム
ス
®
ミ
ル
を
靜
論
し
*
そ
の 

價
値
論
力
前
者
以
上
に1

本
調
子
な
る
を
み
れ
。
次
い
で
來
る
者
は
ト
—

マ
ス
，
口 V

丨
ト
‘
マ
ル
艾
ス
で
あ
る
© 

.

マ

:̂ナ
ス
は
大
體
ア
ダ
ム 

' ス
ミ
ス
に
從
つ
て
價
値
を
三
補
に
分
づ
Q第
一
は
使
用
に
於
け
る
價
値(

w
u
e

 in use) 

に

し

て

對

象

の

內

在

的

效

用

を

意

味

し

"

第

1
1

は
交
換
に
於
け
•る
名
‘目

價

値

(
N
o
m
r
n
a
l

 

v
a
c
e 

In exchange
)
：

に 

し
て
貨
物
の
貴
金
廊
に
於
け
る
價
很
で
あ
る
。
第
三
は
交
換
に
於
け
る
眞
實
價
修
' (real valu,e

B'e
xch

a
n
g
e
)

で

あ
つ
.て
、
こ
.れ
は
.一

對
象
が
交
換
に
於
て
勞
働
を
も
包
含
す
る
生
活
の
必
需
品vj

便
宜
品
を
支
配
す
る
力
を
意
味
ず 

る
■

(

マ
ル
サ
ス「

原
論」

一
八
二
〇
年
版
六
ニ
頁
}
。

被

^
問
題VJ

す
る
交
換
：價
値
は
こ
の
第
三
の
も
の
で
あ
る
"

!

切
の
交
換
價
値
は「

こ
の
名
辭
の
示
す
如
く
、

|

物
マ」

他
物
を
交
換
せ
ん
ざ
す
る
意
思
及
び
ガ
に
»
く
。
凡
ゆ 

る
交
換
は
ょ
り
多
ぐ
欲
す
る1

貨
物v

交
換
に
、
何
等
か
の
他
貨
物
を
興
へ
んV 」

す
る
意
思
及
び
力
の
み
な
ら
ず
' 

そ
"

の
.欲
す
る
貨
物
を
所
有
す
る
侧
に
於
で
も
> 
そ
れ
に
對
し
て
提
供
せ
ん
と
す
：る
貨
物
に
對
U

相
應
ず
る
猶
要
が
存 

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
、
る
相
a
的
需
要
の
存
す
る
時
に
の
み
突
換
は
成
立
の
'可
能
性
を
有
ず
る
.P
旣

に

る

®'
要 

の
存
す
る
時
' 
交
換
の
成
立
す
る
率

即

ち

一
定

量

の

他

：貨

物

に
»
し

て

ー

貨

物

が

與

へ

ら

る
'
\割

合

は
> 
所

有
.せ
ん
’ 

至

十

饴(

六
六
三)

V
I
I

ヨ
ア
の
愤
値
諭 

笫

聶

r
f九



第

二

十

卷C
六
六
四) 

>
1
1

9;
ァ
の
偵
値
謫 

第

五

號

1、三
〇

ど
す
る
滅
盟
及
び
そ
の
所
有
ぞ
獲
得
す
る
雛
易
：に
：基
い
て
霞
事
者
が
貨
曝
に
對
し
て
抱
ぐ
尊
重
の
相
對
關
係
に
左
右 

5
れ
る
。
か
く
し
て
結
ば
れ
も
契
約
は
"
個
々
の
人
の
願
導
ミ
ヵ
の
必
然
的
相
違
に
依
づ
て
最
初
は
頗
る
區
々
た
•る 

も
の
.で
あ
る
が
4

1
走
の
時
を
經
て
平
均
が
作
ら
れ
る
。
斯
^
て1

切
め
貨
物
に
就
て
通
用
價
値(current value) 

が
樹
立
さ
れ
る( 「

原
論」
五
.ニ
丨
四
頁)

。
 

•

旣
述
の
如
く
交
換
價
値
ば
交
換
の
意
：思
ヒ
力
に
基
く
。
こ
の
意
思
：せ
ガ
ビ
は
窗
要
$
供
給
？
な
る
。
需
要
ミ
は
_ 

貢
能
力
を
伴
へ
る
卿
貢
意
恩
で
あ
办
、
供
給
ビ
•は
版
賣
意
思
を
伴
べ
る
生
摩
で
あ
る
。
斯
く
て
貨
物
の
相
對
的
價
値 

は
？
供
給
ど
對
比
せ
ら
れ
：た
る
P
要
に
ょ
つ
て
定
ま
る
0
決
し
て
.需
'要

若

し

く

は

供

給

の
一
方
に
依
る
事
な
く
常
に 

相
苴
の
關
係
に
基
ぐ
。

•

こ
の
.
關
係
は
如
何
に
し
て
決
定
せ
ら
る
、
か
。
そ
れ
は
窬
要
及
び
供
.
給
.
の
».
際
0
大
き
3(

污
|

1ex
t
e
n
t
)

で
は 

な
い
。
需
要
に
就
い
て
ば
如
上
の
定
義
に
.

m

ふ

意

思

ビ

カ

の

增

狨

で

あ

供

給

に

就
：：

い

て

は

ー

定

跫

の

貨

物

猇

得 

の
困
難
の
樹
減
で
あ
气
前
者
が
後
者
に
比
し
て
«

す
時
>

反
對
に
云
.
べ
ば
後
者
が
前
者
に
對
し
て
減
ず
る
時
、
價 

«

.

は
騰
貴
し
前
者
が
後
者
に
比
し
て
減
ず
る
時
反
對
に
云
へ
ば
後
者
が
前
者
に
對
し
て
增
す
時
、
價
値
は
卞
落す

..

需
要
供
給
な
る
名
辭
を
此
の
如
ぐ
解
し
使
用
す
る
な
ら
ば
、
如
何
な
る
價
格
も
必
す
こ
れ
に
依
つ
て
決
定
せ
ら
る 

、
を
み
る
の
で
あ
る(「

原

論」

六

三

丨

七

ー

頁

)

。

,

S

®

及
供
給
を
此
の
如
く
解
す
る
は
せ
よ
"

倒
格
が
單
I:

そ
の
相
對
的
關
係
に
.よ
る
S

の
，.み
で
は
私
等
は
不
安
定 

-

な
‘
心

：持

.を

免

れ

ぬ

 

o 

-
 

6 
io
 
0

ス
ミ
ス
の
認
め
た
る
要
素
を
總
一」

包
合
す
る
も
の
ミ
解
せ
ね
ば
な
.

ら
ぬV

J

い
ふ
。
即
ち
刹
澗
地
代
勞
銀
の
三
者
を
钽 

—

 

含
す
る
限
り
に
於
て
の
み
然
る
^

い
ふ
。
又
後
述
す
る
如
く
マ
ル
サ
.!

ス
は「

使
用
さ
れ
た
る
勞
働」

を
以
て
價
瞭
の 

尺
度
な
&

ざ
す
る
に
反
對
す
る
。
併
し
乍
ら
こ
れ
は
生
產
費
及
び
勞
働
が
價
格
.に
最
も
重
要
な
る
影
響
を
與
ふ
る
事 

を
拒
む
も
の
に
非
ず
し
て
、
唯
こ
れ
等
を
考
ふ
る
に
當
つ
て
は
、
こ
れ
を
以
て
供
給
0
.必
要
條
#
な
<
^」
考
ふ
べ
き 

な
b

e

い
ふ
の
で
あ
る(

「

原
論」

七
八
頁)

。

實
際
.の
.貨
物
交
換
に
當
つ
て
、
I之
に
影
響
す
る
事
情
■は
.窗
給
の
11
係
に
限
る
S
は
へ
云
へ
'、
人
間
の
顧
肇
の
對
象
は 

殆
ん
ざ
總
て
人
間
の
努
力
の
媒
介
に
依
る
も
の
な
る
を
以
て
、
如
上
の
.對
象
の
供
給
'は
> 
か 

> る
努
力
の
最
ミ
方
向 

過
.去
の
勞
働
の
成
果
よ
ぅ
受
ぐ
'る
助
力
及
び
原
料
S
勞
働
者
.の
食
物
の
多
摩
に
支
配
.？
れ

^

爲
め
.
に
は> 
V

の
三
者
が
繼
續
的
に
供
給
さ
.
れ

得

る

程

の

價

格

が

，必

.要
で
あ
る
。
マ
^
サ
ス
は
之
を
必
喪
價
格
^

稱
し
、
 

こ
は
ア
ダ
ム
A

ス
ミ

ス

が

自

然
價
格

^
云

へ

る
も
の
に
.精
密
に
ブ
致
す
.
る
ど
い
ふ
^

原

論」

七

八

|
八

三

頁)

0
 
r

f
丨
 

ス
：
は
：反

復

し

て

日

く

「

假

：令

生

產

費

：の

み

が

貨

物

の

價

格

：を

決

：定

す

る

.
樣

に

み

え..て
も
，
生
：產
：費
を
支
拂
ふ
事
が
貨 

物
の
供
給
の
必
要
條
仲
で
あ
ぅ
、
且

づ
'こ
の
®
用

の

成
分
：•か
そ

れ

ぞ

れ

全

體

、
を

決

定

す

る

ミ

商

一

.
'
_
の

諸

原

因

^

よ
つ.

ノ.
 

て
，決

定

せ

、ら

ふ

、
が

故

に

、

我

等

は

生

產

费

に

關

係

せ

■
し
む
る
事
に
依
つ
て
！i

喪
供
給
の
原
理
を
排
除
し
得
な
い
。

自
然
價
格
も
市
場
價
格
も
等
し
く
這
般
の
'
.原
理
に
支
配
仓
ら
る
\

異

；
る

處

は

前

者

：
が

！

i

栗

ヒ

供

給0 .
通
常
平
均
の 

關
係
に
依
る
に
對
し
"

後

漭

が

特

異

的

：偶

發

的

關

係

に

よ

る

の

：
，一
事
に
過

'
ぎ

ぬc
r

M

^

」

A

s ;
M

)

o 

:

^
グ
サ
.
.ス
が
價
値
論
の
消
極
的
一
特
徴
は
、
リ
力
ア
ド
ォ
流
の
勞
«

«
値
論
^

#
す
る
皮
»
で
あ
る
。
然
.ら
ば
：如

笫

ニ

十

饴(

六
六
五)

シ
ニ
ョ
ア
の
愤
値
跪 

笫

反

麟

1

三4



第

二

十

卷(

六
六
六)

シ11

ョ
ァ
の
M
値
蹄 

笫
五
！|

1

三
ニ

何
な
る
理
由
を
以
て
、
奴
さ
れ
^
る
勞
働
を
以
て
價
値
の
尺
度
れ
ら
し
む
る
を
拒
杏
ず
る
の
で
 々

先
.
づ
こ
の
尺
度
は
| 6
_

的
意
義
に
は
_

用
さ
れ
ぬ
'

。

用

乙

ニ

貨

物

に

词

一

の

割

：合

を

以

て

.
勞
働
が
增
加
さ
れ
：た
り 

せ
ょ
。：
此
の
場
合
、
兩
者
の
交
換
' 0

割
合
從
全
く
伺
|

に

し

て

、

從

つ

，て
授
：下

：せ

ら

れ

.

.た
：
る

勞»
.

は

夫

々

-̂!
;
!
|
し 

'
 

て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
價
値
に
は
變
動
が
.
な
い(

上
揭
書
八
六
頁
，

)

0

.

.

:

:

'

:
 

;

又

之

を

相

對

的

，に

採

つ

て

、

貨

物

の

交

，換

價

値

は

投

.

.下

せ

ら

れ

た

る

勞

働

の

_
此

較

量

に

依

：
る

ど

云

，
ふ

も

、

你

か

、 

る
®

が
通
用
す
る
社
會
は
匁
い
。
土
地
典
有
に
し
て
資
本
の
殆
ん
ざ
用
ひ
ら
れ
ぬ
初
期
の
社
#

に
あ
0

て
は
、
交
^

 

せ
ら
る
，、
も
の
は
種
々
な
る
原
產
物
で
あ
る
か
ら
へ
之
に
加
ふ
る
勞
働
.
の
成
果
は
常
に
不
確
定
で
あ
る
。
故
に
初
ぷ 

の
社
會
に
於
て
、
»

得
^

耍
す
る
勞
侧
最
の
割
合
.
が
家
換
.
を
律
す
る
唯
一
の
事
情
な
り
き
と
す
る
、

ス
ミ
ス
.及
び
リ 

力
ァ
ド
ォ
に
»
词
し
な
い
。
而

も

事

實

に

於

て

、

生

產

費

.が

全

:"
<

勢

働

に

眼.ら

る
S
 

.ど

.

.い
ふ.
社

會

は

ま

づ

な

い

。
,
極 

' 

く

初

沏

の1 1
:

會

に

於.
て

も

利

胸

は

交

換

價

値

の

如

題

に

參

加

す

，
も

。

就

中

收

權

の

遲

速

，の

異

同

.
は

、

投

せ

ら

れ

た

，る 

勞

働

箭

；
に

は

何

等

關

ら

ざ

る

に

、

そ

が

價

格

決

定

，に

於

.
て
最
も
重
喪
な
る
は
往
古
.
も
最
近
も
全
：ぐ
變
ら
ぬ
。
之
'

」

加 

ふ
る
に
、
リ

力
ァ
ド

ォ
氏
.が
認
め
た
_
る
例
外
9

即

ち

I

資
本
中
に
於
け
.
る
固
足
資
本
ど
流
»
資
本
の
割
合
の
異
々
ょ 

办
し
て
生
ず
る
例
外
：を
加
ふ
る
時
は
、
勞
働
價
値
の
原
理
は
タ
ヵ
ァ
ド
ォ
氏
が
.
言
^

如
く
摩
ぐ
適
用
さ
れ

得
る
も
の 

.

で
は
な
い(

九
〇
頁
、

:

リ
力
ァ
ド
ォ
は
、
勞
働
：の
價
格
の
騰
貴
は
.多
數
貨
物
の
價
格
を
低
落
せ
し
む
る
マ」

い
ふ
°
こ
の
命
題
は
そ
.の
外
觀
. 

の
パ
ラ

ド
ク
ス

的
な
る
に
拘
ら
ず
、
眞
實
な
b
ぐ

」

し
て
マ
ル
サ
ス
に
認
容
せ
ら
れ
た
が
、
同
.時
に
勞
銀
の
騰
貴
が
'利 

肩
；の
下
落
J
上
に
出
づ
る
爲
め
に
、
前
ネ
'の
騰
貴
に
依
つ
て
價
格
の
騰
貴
す
る
も
の
.も
卯
多
數
存
す
る
羾
が
屯
張
ザ

、加

之
-

*

1
切
の
土
地
が
敌
有
せ
ら
る
、
處
に
あ
っ
て
は
、
地
代
の
支
拂
は
內
阈
製
品
及
び
內
國
農
產
物
の
大
部
分 

の
供
給
の
一
條

#

た
る
も
の
で
あ
る
、
固
よ
々
マ
ル
サ
ス
も̂

「

地
代
を
決
定
す
る
も
の
が
偕
格
で
あ
っ
て
9
價
格 

が
地
代
を
決
定
す
る
の
で
な
い」

(

人
口
論
第
三
版
第
二
卷
ニ
六
六
頁
丨Bonar. 

M.althus 

a
nd 

his 
w
o
r
k

 

Ioo
s
s
, 

p
.

 

2
2

2
>

事
を
主
張
し
、
こ
れ
を
以
て
耕
作
に
要
す
る
勞
働
の
勞
鈒
資
本
の
利
漉
興
他
二
切
の
失
奴
を
支
拂
ひ
た
る 

後
に
地
主
の
手
に
殘
る
價
値
な
す
る

も
の
で
あ
る
が(「

原
論」

一
三
四
頁)

、
地
代
な
る
も
の
は
實
際
上
價
格
よ 

々
支
拂
は
る
、
も
の
な
る
が
故
に
、
地
代
の
支
拂
は
、
換
言
せ
ば
地
代
を
支
拂
ふ
べ
き
如
き
憤
格
の
支
拂
は
る
、
事 

は
大
多
數
の
貨
物
の
供
給
の
必
要
條
件
で
あ
る
。
そ
の
價
格
が
勞
銀
を
利
潤
に
の
み
分
析
せ
ら
る 
>

貨
物
は
、
極
く 

少
許
で
あ
る
。
大
多
數
は
勞
銀
、
利
筒
.

>

及
地
代
の
三
者
に
分
析
せ
ら
る
、
。
植
物
性
食
料
品
の
價
格
が
、
最
良
な 

る
事
情
の
下
で
生
產
さ
る
ゝ
に
使
用
さ
れ
れ
る
資
本
及
:̂
勞
#
の
*
に

,«
っ
て
決
定
せ
ら
る
、
を
^
め
て
も

「

«
し 

尙
"

等
價
の
生
產
物
が
肥
狀
な
.

る
土
地
に
於
て
は
、
よ
b

少
な
き
勞
働
S

資
本
を
以
て
生
遽
：せ

ら

る

■>
事
を
©
む
る 

な
ち
ば
、
體
現
さ
れ
た

る

勞

働

®
.
が

交

換

偾

値

を

決

定

す

る
す
い
ふ
，命
題
は
支
特
し
難
い(「

M

論』

九
七
頁
}。

か
く
の
如
く
に
し
て
固
定
資
本
部
分
の
異
同
"
流
動
資
ネ
の
收
益
の
遲
速
> 
外
國
品
：の
«
、
租
税
0
影
響
、
文
明 

國

^

於

け

る

地

代

の

▲
日
及
筝

.よ
$
生
す
る
變
動
を
覜
る
な
ら
ば
、
到
底
勞
働
が
價
値
を
決
定
す
る
ミ
は
袞
ひ
得
な
い 

の
で
あ
る(

一
〇
五
莨)

。

旣
にI 「

费
さ
れ
た
る
勞
働」

が
價
値
の
尺
度
，た
り
得
な
い
S
す
る
な
ら
ば
、
之
：に
代
る
べ
き
も
の
は
何
で
あ
，る
か
。 

貨
幣
穀
物
及
び「

貨
物
が
支
配
す
る
勞
働」

が
提
議
3
れ
'る
。

マ 

>
:サ
ス
：は
そ
の
總
1:
を
斥
け
て
、
穀
物
S「

文
配
す 

锘
二
十
卷C

六
六
七)

t

i

Tの
價
德 

第五.
敬
ご
一

I

H

,
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第
五
敬
' 

一
H
^
.

P

る

勢

,«
ロ
ど
の
平
均
を
以
て
最
良
の
尺
度
な
タ
ぞ
由
張o

た
。
^
れ
は
如
何
な
る
貨
物
を
採
つ
て
も
、
單
觸
に
亡
'價 

値
め
尺
度
.た
办
得
る
も
の
'凉
き

に

失

攀

し

て

、
_寧
ろ
反
對
の
方
向
^
動
<
兩
貨
物
0
平
均
を
以
て
之
に
代
へ
ん
ビ
す 

る
誠
み
で
あ
る
-o

■'
穀
物
が
勞
慟
^
比
し
て
高
價
な
る
時
は
、
.
.勞
働
は
穀
物
に
比
し
.て
：低
廉
な
替
で
あ
る
。：1.

定

量

の

穀

物

•か

支

配

す 

る
生
活
の
必
窗
品
、
便
宜
品
及
び
媒
樂
品
.の
量
が
最
大
ぶ
る
時
は
、

一

定
量
，

Q

勞
働
が
支
節
す
る
如
上
の
貨
物
の
量 

は
最
少
で
あ
る
。
反
對
の
時
は
反
對
の
結
果
：を
生
：チ
.る
。
故

^
兩
者
め
^̂ 

反

對

の

.方

向

に

動

く

兩

者 

の

變

勧
^
ょ
つ
て
矯
正
せ
ら
れ
爲
め
に
、
異

る

時

期

气

種

：々
變
化
す
る
事
.情
.の
下
に
あ
つ
て
、
此
較
的
等
量
の
必 

需

品

、

便

宜

品

及

び

娛

藥

品

を

表

は

す

ベ

き

一

尺

度

を

得

、ら

る

、

で
あ
6
.ぅ
。

固

ょ>
か
、
る
尺
度
に
も
缺
點
は
存 

す
る
。
そ
の
主
介
る
も
の
は
、
資
本
、
.'機
械

及

：び

分

勞

：が

純

々

な

る

：國

ビ

時

期

に

於

.

.てi、
勞
働
の
成
果
^
工
業
製
品
. 

め
债
格
を
變
動
.せ
し
む
る
事
か
ら
發
す
る
が
、
.這
.個
の
顧
結
果
は
■交

換

價

値

：ょi
も
寧
ろ
；富
：に
關
す
る
0
富
ど
交
換 

價
値

0
關
係
は
密
接
で
は
あ
る
が
，
兩
者
は
常
|;
同
一
で
は
な
い
：.。
故
に
價
値
0 '
秤
*

に

際

し

て

は

、

熟

練

及

：び

機 

械
ょ
り
生
ず
る
廉
價
は
之
を
無
視
む
て
も
大
過
な
い
。
嗎
穀
物
そ
の
も
め
が
种
暈
の
自
的
物
た
る
時
に
は
、
，そ
れ 

か
國
內
及
び
國
外
の
勞
働
に
對
す
る
.支
衰
が
最
上
の
尺
度
で
あ
るy
レ

ぃ
ふ
。

マ
,
サ

ス
ヒ
濉
も

乙
の
尺
度
の
完
全
な 

ら
ざ
る
は
知
る
。
然
も
勞
働
の
尺
度
は
.

「

必

然

的

.*
本
的
に
誤
れ
る」

が
故
に
，

誤
^
る
も
の
ょ
3
は

寧

ろ「

不
完 

全
な
る」

：
も
の
を
擇
.ば
む
ビ
す
石
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
た(

r

原
論」

ニ
一
X
ハ
丨
ー
三
3
頁)

。

然
る
に
後
に
至
つ
て
マ

,
サ
ス
は

こ

の

新
し
き
尺
度
を
掀
囘
し

、

「

支
配
す
る
勞
働」

を
以
て
之
に
代
へ
た
。
元
來
マ 

ノ.̂.

ス
，■.は
顧
^
^
以̂

T
成

貨

歡

か

奪

靈

せ

、
ら
る

.、
程

度

な-

す

る

.
も

の.で
あ
.る
が
：、
；
^
^
ら
^
こ̂

れ

を

以

て

J
.

般

份

賠

實
.力

な
-

す

る

冬

、.'
.
尙
1
支
.配
..す
■.る
.勞

俲」

は
..最

浪
..0
.■尺
.度
.で
yの
.る
-
o
一 
般
.的

購

買

力*
VJ:

は
.多
^
;の

貨

物.ハ！；VIPSS.. 

o
f

 

c
o

m
m

o
d

s
e

s
s

)

を
！!
*

.

貢
す
る
力
で
あ
る
が
、
か

、
る
多
數
の
.
货
.

は
全
ぐ
脱
极
ひ
#

ざ
る
處
で
あ
る
か
ら
、
從

っ
て
之
を
»

貢
す
る
力
な
る
も
の
は
決
し
て
«

定
し
得
ら
る
ゝ
も
の
で
な
い
。
故
に
實
際
上
の
目
的
の
爲
め
に
何
等

• 

.

か
の
對
象
を
ど
っ
て
、
以
て
貨
物
總
®

(

g

s

e

£
 

m
a

s
s

)

の
平
均
を
代
表
せ
し
：め
んV」

ず
る
0 '

で
あ
る(

D
&
n
i
t
i
o
n
s

 

‘i
n
.
P
o
l
*

 

m

o

o

.
 V 

205
〕
。

斯

く

て

支

配

す

る

勞

働

が

^

ま
れ
た
の
で
あ
る
。
：而
し
て
兹
に
い
ふ「

支
配
す
る
勞
働」

 

5
-

一
 

貨
物
が「

通
常
支
配
す
る
勞
働」

.

で
，あ
っ
て
、「

實
際
に
支
配
す
る
勞
働」

で
は
な
い(

同

著

！
一
〇
六
頁

)
。

マ 

グ
サ
ス
は
價
値
決
定
に
關
す
る
諸
說
を
順
次
列
擧
し
て
、
夫
々
0

說
に
よ
る
價
値U

「

突
配
す
る
勞
働」

を
適
用
し 

た
る
後
に
日
ぐ
、「

我
々
が
«

物
：の
.
價
値
を
以
て
、
そ
れ
が
：受
ぐ
る
尊
重
に
よ
っ
て
表
は
さ
る

、
3

 

i

考
ふ
る
に 

せ
よ
、
又
需
製
に
對
比
せ
ら
れ
た
る
供
給
，に
全
.然

基

ぐ

ミ

考

ふ

る

に

せ

よ

、

又

そ

れ

を

獾

得

せ

ん

が

爲

め

.に

人

々

が 

爲
さ
ん
マ」

す
る
犠
牲
に
よ
っ
て
定
め
ら
る
看
る
に
せ
よ
、
又
そ
の
供
給
の
自
然
的
必
然
的
條
件
に
よ
ぅ
、
或
は 

又
そ
の
原
始
的
生
潇
費(

e
l
e
m
e
n
t
a
r
y

 

c
o
s
t
s

 

o
f

 

J
r
-
o
d
l
l
c
t
i
o
5

に
よ
S

も
の
、/」

せ

よ

、

將

ヌ

生

產

者

數

(:
、

«

し

く 

は
貨
物
に
作
用
す
るI

切
の
價
値
原
因
の
結
粜
に
よ
っ
て
決
定
せ
，ら
る
ゝ
ミ
考
ネ
る
R

:

せ
；よ
、
何
れ
に
し
て
も
、
貨 

物
が
通
常
支
配
す
る
勞
働
は
、
を
の
自
然
的
通
常
價
値
，を
测
定
レ
、
そ
れ
が
實
際
に
支
配
す
る
勞
働
は
そ
の
：市
場
顧 

値
を
侧
定
す
る」

W

 (「

定
義
.
ヒ
ニ1

1ー
1.5

0
固
.
よ
i

マ
,
サ
ス
は
這
個
0
尺

：度

を

も

完

全

^

^

マ

」

主
張
す
る
も
の
に
；
 

非
中
し
て
、
喺
最
上
な
.

0

^

主
張
す
る
も
の
で
あ
る(「

觉
義」

ニ
0

五
頁)

。
斯
く
て
マ
ダ
チ
ス
に
到
っ
て
も
、
完
全 

な
る
價
値
の
尺
度
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

.

(

五)

#;
1
1十

卷

(

六
六
九)

、ゾ
ニ
ョ
ァ
'の
®
値
論 

第

五

號

1
1

一

I

五

‘
：1

!
1

1



第r
l
$

 

(

六
七
9

シ
ニ
ョ
ァ
の
愤
値
論

 

翌

號

S

六
' 

Nassan 
W
i
l
l
k
m

 senior(I7
9
0
-IS6

4
)

の
經
濟
學
上
の
貢
献
は
、
雑
誌
へ
の
寄
稿
は
別
ビ
し
て
、
9

f

 

Lecture before 

the 

University 

o
f 

Oxford. 

IS2
7
. 

2
) 

Three 

Lectures 

on 

the 

t
r
a
s
l
s
i
o
n 

of the 

precious 

metals. 

1828. 
3
) 
t
w
o

 

Lectures 

§ population. 

1829. 

4
) 

Three 

Lectures 

on the 

Rate 

of w
a
l
e
.

 

1S
30 

s
)

 

T
t r

r
e
e 

Lectures 

g
 the s

s
t

 of o
b
t
l
n
g

 

m
oney. 

I

00
3P
 

其

他

一

一

十

數

種

に

及

ん

で

居

る

が

、

最

も

1 :
喪 

な
る
は 

Encyclopaedia 
MetropoHtana 

の
.1

部

S
し
て
.
出
版
せ
ら
れ
た
る 

A
n

 

l
i
n
e

 

of 

the 

sdence 

of 

p

l

s

l

 

E
c
o
n
o
m
y
'
1

0 03
6

で
あ
つ
て
へ
ミ
れ
は
後
に
一
八
五0

年
に
到
つ
て
，political 

E
c
o
n
o
l

ミ
し
て
別
同 

汶
出
版
さ
れ
た(Dictionary 

of N
l
a
l

 

Biography 

s

る)

。

、以

下

述

ぷ

る

處

は

此

書

を

主

要

る

も
の
で 

あ
る
。
 

/

シ
ニ
ョ
ァ
の
定
義
に
依
れ
ば
',

經
濟
摩
^

は
富
.
の
.
性
質
、
注
產
及
び
分
配
を
論
す
る
ー
科
學
で
あ
る
。
從
づ
T

W

 

:

學
の
中
軸
た
る
も
の
は
.
富
ヤ
あ
る
.
ゾ
富
さ
は
何
ぞ
や
っ
價
値
を
有
す
る
^

の
を
言
ふ
0

シ

)

一
ョ
ァ
は
陡
^
嗯
江
な
る 

言
葉
を
用
ゐ
.

な
い
o

彼
が
い
ふ
價
澈
ビ
は
交
換
價
値
で
あ
る
。
故

k

經
濟
學
は
交
換
®
値
を
有
す
る
も
の
を
取
り
扱 

ひ
、
又
こ
れ
の
み
を
論
ず 

交

換

價

値

を

有

す

る

：
限

6

必

，ず

し

も

物

的

對

象

^

限
ら
な
い
0

健
康
、
ヵ
最
、替
故
其 

他
-
封
^

の
自
然
又
は
獲
獨
せ
る
一
切
の
力
を
も
包
容
す
る
。
而
し
て
物
を
富
た
ら
し
む
る
、
換
言
す
れ
ば
物
に
價
®

 

"

を
有
せ
し
む
る
に
は
、|

一
ー
個
の
灞
性
を
必
恶
ど
す
る
。
效

用

-.
0

可
讓
性
及
び
供
給
制
限
の
|

ニ
者
こ
れ
で
あ
る
。

、
價
値
な
る
語
は
永
く
激
烈
な
る
論
乘
の
主
題
ど
な
6

來
つ
て
ゐ
る
が
、
シ
ユ
ョ
ァ
は
こ
の
語
を「

き
わ
い
わ
あ
如 

に
於
て
授
受
す
る
に
適
せ
し
む
る
屬
性
、
換
言
す
れ
ば
實
貸
服
賣
又
は
賃
借
購
質
せ
ら
レ
ぐ
餺
性，

の
意
味
は
用
ゐ 

:

.6
c
:
'か
：、

^
童

施

に

於

;:
^

靜
_

_

爽
一.
'

1

*象

澗̂
:

湘

互

的.

：存

在

す

：
る

一

.關

係$

: *
' 0

ャ

：、
之

を

辩
1

:

に
t

か

す

も

の
は
，

〗

定
.
Sの
他
物
ミ
交
換
し
.て
獲
得
-
将̂
べ
51

物
.の
數
觉
で
あ
る
。
吾
等
が
金
®

が
最
&
 

0複
値
を
有
^

，̂
丨 

る
ぞ
言
ふ
は
、
そ
の
一
笼
最
に
對
し
て
交
換
せ
、ら
る
、
他
货
物
の
免
が
、

こ
れ
程
^
多
大
な
る
物
«
が
他
に
な
い
か

ら
で
あ
る
。
從
.
つ
て
，
或
對
象
の
價
値
を
い
は
ん
が
爲
め
に
は
"

そ

れ

を

秤

量

す

‘へ

き

他

の

對

象

に

關

せ

し

め

ね

ば

な
ら
ぬ
。
苦
し
完
全
な
る
價
値
表
を
與
え
樣
ミ
す
る
な
ら
ば
、
交
換
に
與
え
ら
る
、一

切
の
他
貨
物
の
量
を
列
擧
せ

ね
ば
な
ら
ぬ(

十
四
頁)

。

旣
述
の
如
く
、
乙
の
價
値
を
物
代
有
せ
し
む
る
に
は
、
效
用
、
可
讓
性
"

及
.
び
供
給
制
限
の
三
者
が
必
要
な
の
で
- 

あ
る
。

_

可
譲
性V 」

は
快
樂
を
與
ぇ
、
苦
痛
を
防
ぐ1

物
の
力
の
全
部
又
は
一
部
が
、
絕
對
的
に
、
.若
し
く
は
或
期
間
、
讓 

渡
さ
れ
得
る
®
を
云
ふ
。
こ
れ
が
爲
め
に
は
、
そ
の
物
は
，専
有
さ
れ
得
る
事
を
要
す
る
。
入
は
.自
分
が
切
離
し
得
な
，
 

い
も
の
を
與
免
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

- 

こ
の
腸
.性
は
"
旣
述
の
如
く
、
價
値
の
要
素
で
あ
る
が
、
凡
そ
快
■
の
源
蘇
及
び
苦
痛
の
防
止
物
.に
し
て
9
絕
對 

的
に
輿
有
の
不
可
能
な
も
の
は
殆
んV 」

な
い
。
彼
：は
セ
ィ
が

r

土
地
は
：.生
產
ヵ
を
有
す
る
唯|

の
物
的
要
因
で
は
な 

い
が
、
占
有
し
得
ら
る
、
唯
一
の
、
若
し
く
は
殆
ん
'̂
唯

一

の
も
の
な
b」

(

J
. B. 

S
a
y

 ECO. 

poli. 

livre 

ii. 

ch. 

ix)

V

稱
し
て
、
河
海
の
水
、
風
ハ
日
光
等
が
坐
產
カ
を
有
す
る
も
占
翁
し
得
ら
れ
^
マ

」

爲
せ
る
に
反
對
し
て
、
8>
^Rofle 

の
®
萄
園
の
價
値
や
、Hy

d
e

 

P
a
r
k

を
見
晴
ら
し
得
る
家
々
の
«
値
の
大
部
分
が
、
:-
そ

れ

ぐ

太

陽

の

暖

さ
S

0

 

の
新
鮮
ょ
ト
來
る
を
云
ひ
、
殊
に
は
ラ
ン
力
シ
ャ
ー
地
方
の
河
川
の
瀑
布
が
、
盡
ぐ
賃
貸
借
及
び
_
入

の

對

象

た

.る 

を
^
け

て

ゐ

る

。

笫H

十

卷

(

六
七
.

I
)

ご
I
K
rの
惯
値
論
 

笫
：4
號

1
H
七



第
1

C

六
I

シ
I

I

論 

第
I

一
三
八

故

に

専

有

の

絕

對

的

不

可
f

る

も

の

は

殆

ん

ざ

な

い

が

：、

不

完

全

な

る

も

の

は

存

す
る
。

シ

ニ

ョ

を

軸
に
分
類
す
る

。
 

' 

i
ふ

第
5

は
、
個
人
の
：特
殊
の
聯
想
に
依
っ
て
愛
f

る

、

も
；
の

、

又

は

個

人

I

殊
I

欲
南
適
合
せ
る
一
切 

ク
^

-

自
*

象
で
3

つ

て
# |

へ
は
祖
先
の
住
居
た
力
し
の
故
を
以
つ
て
所
有
者
の
.
誇

る
®

宅
，
又
は
幼
年
時
代
の
背 

最
と
し
v

f

る
i

■

如

气

若

し
<

8

有
S

み
®

慣
S

T

I

取

害

す 

t

こ
れ
等
が
所
有
漭
に
さ
つ
て
の
價
値
I

い
が
、
讓
渡
£

し
て
の
價
値
は
，
緦
f

雨

露

を

凌

ぐそ
I

 

質
を
I

す

る

。
又
家
具
衣
服
の
如
ぐ
、
單
に
所
有
者
が
緯
っ
た
ミ
い
ふ
.窗

■

膦
眞
者
以
外
の
萬
人
こ 

_

す

る

效

用

が

低

下

す

る

も

の

が

あ

る

0

買
つ
て
來
た
乍
り
の
幌
字
や
タ
ー
ブ
ル
は
膦
貢
者
の
目
に
は
®

頭
に
あ
つ

た
叫
f

些
ヵ
ネ
有
用
專
減
じ
な
い
が
、

一
度
之
を
轉
賣
せ
ん
ど
す
る
な
&
ば
、
古
吻
ど
し
て
极
次
ベ
ね
ず
な
ら 

g
。
，

く 

‘ 

を 

I 

.

效
用
を
完
全
に
讓
渡
し
得
ぬ
第
二
の
も
の
に
は
、
f

のI

身
にo

い
■

性
の
大
部
分
が
包
含
さ
れ
る
。
知
晶

熟
練
等
の
心
身
の
ヵ
ょ
り
生
ず
る
利
益
の
一
部
分
は
、
そ
の
«
舍
者
紀
固
着
し
て
切
>
離
し
得
な
い
が
、
也

,!
)

は
讓
渡
し
相
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
議
士
の
如
き
れ
で
あ
る
。
彼
自
身
が
辯
論
を
な
す
際
に
感
ず
る
愉
快
は

譲
渡
し
得
な
い
が
、
證

そ

Q

も
の
は
恰
も
侬
賴
者
自
身
が
そ
の
能
方
を
有
す
る
ど
等
し
い
結
當
來
さ
し
め
得
る 

も
の
で
あ
る(

八
—

f
-
| 

}
M

)

o
:

次
に
來
る
價
値
の
要
素
は
效
用
で
あ
る
。
 

>

,
效
用
Z
は
、
快
樂
.を
-生
み
夂
は
苦
痛
を
防
'ぐ
力
.で
あ
.る
。
茲
.に
ぃ
ふ
快
1
ミ
は
、
凡
ゆ
る
®
類
の
滿
足
を
含
み
、

♦
1*
.
*痛

V」

は
凡
ゆ
る
1

顧
•(
?

)

不
滿
足
を
意
味
す
る
o

元

來

效

用

な

，
る

言

葉

は

、

手

段

V」
し

て̂
:
:痛
を
防
ぎ
乂
は
後

.

.
-に
. 

快
樂
を
生
む
顧
性
を
表
は
す
の
.
に
用
ゐ
ら
れ
て
來
て
ゐ
る
が
，
此
露
で
は
そ
0

意

味

，を

擴

張

し

て

、

直
：接

に

快

樂

を 

生
'
む
物
も
.1

切
包
含
せ
し
む
る
。
か
、
る
i

味

に

於

け

る

效

用

は

、

價

値

の

不

可

缺

な

'
る

一

喪

素

で

あ

る
が
、
㈣
の 

內
在
的
屬
性
に
弗
ず
し
て
人
類
の
苦
痛
及
び
快
樂
ミ
物
？
の
1 1

係
で
，あ
る
。
特
殊
の
對
象
か
ら
の
苦
痛
及
び
快
樂
の
：
 

感
黯
性
は
，
無
數
の
原
因
に
依
つ
て
刺
造
^

れ
"

變
化
さ
れ
"

旦
つ
絕
え
ず
變
化
す
る
も
.

の
で
あ
る
か
ら
、
禪
々
な
ん 

る
對
象
が
獅
々
な
る
人
に
對
す
る
相
對
的
效
用
は
、
無
限
に
多
*

な
も
の
で
あ
つ
で
"
-〕

れ
が
ー
切
の
交
換
の
動
機 

€
 

な
る
の
で
あ
る(

p
o
l
i
t
i
c
a
l

 

E
c

s
o

m
y

 

I
8
5
P

 

p
.

 

6
1
7

 

ン
。

最
後
に
來
る
も
の
は
供
給
の
制
限
で
あ
る
。

.滕
密
に
云
ふ
な
ら
ば 
>
 

無
限
に
供
給
さ
れ
るV

J

い
ふ
も
の
は
存
在
し
な
い
譯
で
あ
る
が
、
經
濟
學
上
で
は
、
單
に 

占
有
の
勞
さ
え
»

へ
ば
人
の
欲
す
る
ま
、
に
所
有
し
得
る
も
の
は
、
そ
の
現
狀
に
於
で
は
供
給
無
限
な
；
ど
考
え
て
"
. 

堂
し
い
0

大
海
の
水
は
乙
の
意
味
に
於
て
供
給
無
限
で
あ
る
が
、
そ
の
.I

部
が
偷
软
に
澈
Q

れ
た
る
場
合
に
.
は
"
供 

給
が
制
限
^

れ
、.
單
に
占
有
の
煩
の
"

み
.
で
な
ぐ
"

等
價
物
を
典
え
'

ね
ば
之
を
微
る
寒
が
出
來
：ぬ
。
多
く
の
物
は
、
そ
- 

の
自
的
如
何
に
ょ
々
て
、
 

供
給
が
無
限
ど
も
な
り
"

制
限
さ
れ
る
事
に
も
な
る
。'
例
へ
ば
象
®

用
ど
し
て
は
河
川
の
，
 

水
ば
供
給
無
限
で
あ
る
が
：、：
水
^

用
ビ
し
て
は
«!

て
の
人
を
滿
足
ざ
せ
る
に
は
不
足
な
事
が
多
い
。
從
つ
て
そ
办
使 

用
權
^

は
代
價
が
支
拂
は
.
れ
る
。：處
：で
如
上
の
意
味
に
於
け
る
供
給
制
限
^

い
：
ふ

の

は

存

在

最

を

^

^

の
で
あ
る
が
V
 

經

濟

學

上で
は
、

，」

の
他
に
現
在
の
供
給
，を
制
限
す
る
原
因
の
考
察
を
も
包
.
含
せ
し
め
る
，
富
に
.は
、

ラ
プ
ァ
ヱ
斤

. 

の
输
« :

の
，如
ぐ
到
底
今
日
に
於
.
て
は
增
加
し
得
ざ
る

も

の

.：あ

る

さ
等
し
ぐ
、
無
限
に
增
加
し
得
ベ
&

も

の
も
あ
る
。

第一

一
十
猞
.

C

六
七
三)

シ
S

ア
の
惯
値
論
. 

m

s
 

, 
ニJT

九



I

饴

I

四)

グ
l

i

論

' 

i

 

5

0

斯
る
物
S

露

制

限

w
、
I

s

f
比
？

艺

T

、

I

I

I

考
實
る
。‘ 一
例
を
擧
ぐ
る
I

ば
、
英
f

於
て4

衣
L

數
は
略
上
等
し
：く
、
‘夹
々
の
供
給
は
人H

の
努
り 

に
よ
ぅ
て
限
&
な
ぐ
#

f

れ
得
る
が
、
馨

益

す

る

努

力

は

後

者

：の
約
三
倍
で
あ
る
。
故
は
上
衣
め
供
給
を
即 

限

す

る

蜃

は

' 
後
者
の
そ
れ
Q

H
倍
だ
け
有
力
で
あ
る
f

現
在
の
供
給
量
：は
等
し
く
て
も
，
S

者
の
供
給 

が
三
倍
.だ
け
制
限
か
れ
て
ゐ
る
マ」

考
え
る
の
で
あ
る(

七
丨
八
頁〕

。

如
上
.ニ
個
の
價
値
の
條
伸
中
、
供
給
制
限
が
特
別
に
馨

2

气
こ
れ
が
價
値
に
影
響
す
る
事
の
主
た
る
源
良 

ビ
な
る
も
の
は
、
多

犠

の
愛
釕
及
び
卓
越
の
愛
好(love 

e
a f
 
.
 

な
る
、
性
の

ニ
大
I

•で
あ
る(

十
一
頁)

。
こ
れ
t

l

め
に
、
單

I

生
存
資
料
以
上
に
樣
々
な
る
も
の
.が
要
求
さ
れ
f

 

か
く
て
そ
の
供
給
が
問
題
^

な

る

の
で
あ

る

。

力

ぐ

の

々

に

しy

價
値
は
一
一|

個
.の
條
伸
を
必
要
ヾ」

す
る
が
然
ら
ば
そ
の
大
小
を
決
定
す
る
も
の
は
可
で
あ
る
か
„ 

霜
要W

供
給
乙
れ
で
あ
る

.°
-

、
：

ァ

ダ

ム
•
ス
ミ
ス
は
仴
に
よ
つ
て
雷
®

f

語

の

定

義

を

述

灰

る

事

な
I

、
有
敫
猶
要V 」

絕

對

的

需

要

の

：兩

者

を 

臨
®
し
價
格
に
馨
す
る
は
前
者
の
み
な
る
を
說
け
る
よ

“
推
す
れ
ば
.、
恐
ら
ぐ
は
_
買
力
を
伴
へ
る
_
貢
意
® 

を
云
へ
る
如
ぐ
で
あl

l
r

ジ

T

ム
？

ル

は

明

ぎ

「
變

せ

ん

f

る

意

思

及

び

購

買

の

力

^

;

味 

す
る」

ミ
述
べ
て
ゐ
る
。

マ
ル
サ
ス
は
貨
物
.

S
す

る

屢

兰

_
の
異
れ
る
拿
義
を
有
す
る
。

一
は
そ
の
大
き
さ 

l
e
n
t
)

即
I

.K
せ
ら
る
I

を
云
ひ
、
他
は
そ
の
程
度
即
ち
屢
者
が
そ
の
欲

f

滿
足
せ
し
め
ん
が
I

こ

■

云ふ
！

：：

を

採

^

^

し

一 

,

要

ビ

は

購

賀

力

を

伸

ふ

購

買

意

姐

な

.

-
ビ

定

義

す

ベ

し

し

V
」

說

.い

て

ゐ

る
(
：p
r
I
3
.

 

■ o
f 
. 3?o

l
l
.

 

w
o
o
*

100
:
2
0 

p
v
6
5
〕
o

然
る
に
シ
一
一
ョ
ァ
は
、.か

、

る意
義
を
以
つ
て
，
通
常
用
法
に
矛
盾
す
る
ど
な
し
，
紙
つ
て
貨
物
の
一
定
鸷
の
效
.

用
な

i

s
す
る
S

5

。

供
給
な
る
龉
の
意
味
に
圓
し
て
は
、
從
來
市
場
に
齎
さ
れ
た
る
貨
物
量
な
$

^
獬

せ

ら

れ

た

る

に

對

し

"

シ
二

 

m 

ァ
は
必
ず
し
も
異
_
を
唱
ふ
る
も
の
で
は
な
い
が
、)

か
、
る
意
義
に
用
ゐ
、ら
れ
た
る
場
合
、
こ
れ
を
以
つ
て
價M

の 

一
原
因
な
-
ビ̂
考
ふ
る
事
を
杏
S
す
る
9

之
れ
は
旣
記
の
上
衣
^
捌
衣
の
I例
を
以
つ
て
し
て
明
瞭
で
あ
る
。
故
に
シ

一

一

ョ

ァ

が
？

«

«に
影
響
す
る
も
の
ヒ
し 

て
供
給
の
瑜
減
を
い
ふ
場
合
に
は
、
擧
な
る
數
量
上
の
爾
減
で
な
く
、
供
給
を
制
限
す
る
障
礙
の
僧
減
に
よ
つ
て
生 

ず
：る
增
減
を
意
味
す
る
も
の
ど
解
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
約
言
す
れ
ば
、
言
®
.
?は
貨
物
の
*
を
制
限
す
る
障
礙
の
弱
さ 

(
w
e
a
k
n
e
s
s
)

で

あ

る(

十
四—

六
頁)

。

シ
ニ 

0
ァ
以
前
の
髂
要
供
給
論
は
墙
に
甫
者
の
比
較
に
^

父
ま
る
。
こ
れ
斯
說
が
多
く
價
袼
論
に
於
て
述
べ
ら
れ 

た
る
が
爲
め
.

に
、
他
方
に
貨
幣
の
存
在
を
旣
定
の
亭
實
ご
せ
る

.を
以
つ
て
、
w

^

に

於
て 
一
&

の
，
貨
物
を
直
接
に
對 

此
せ
し

む

る

の
；耍

が

な

か
0

た

か

ら

で

あ

る

。

シ

ニ

ョ

ァ

は

之

を

以

つ

て

.價

値

を

決

^ :
せ

し

め

ん

^
す

る

o

從
つ
て 

ニ
物
の
交
換
が
問
題
ビ
な
る
。
從
'

つ
て
雷
耍
ビ
供
給
は
交
換
の
對
象
职
方
に
關
せ
し
め
ね
ー
ば
な
ら
ぬ
。
茲
に
於
て
價 

値
の
內
在
原
因
ど
外
在
原
因
を
認
：む
.る
の
必
要
が
生

ず

る

。

價
値
の
內
在
原
因
V
Cは
、

一
貨
物
に
效
用
を
.
興
へ
且
つ
そ
の
供
給
を
制
限
す
る
*

の
！g

原
因
で
あ
る
。
外
在
原
因
ビ

第一.1T*

卷

(

1ハ
七
五

)

.

シ
ニ
ョ
ァ
の
-
慨
値
論

 

第
.艾

ポ

1
9

」

：



m
ニ

十

卷C

六
七
六

)

シ11:

ョ
ァ
のM
値
論 

第
^
读
.

1
4ニ
.

は
，

こ
の
貨
物
:̂
交
換
せ
ら
る
、
他
貨
物
^
效
用
を
藤
へ
且
つ
そ
の
供
給
を
制
限
す
る
办
諸
原
因
で
あ
る
。
一ー#

の 

相
.互
價
値
は
こ
の1

1

組
の
原
因
に
依
つ
て
決
定
せ
&
る
、
も
の
で
あ
る
。

"

U
の

一

一

組

の

原

因

に

生

ず

る

變

化

が

、

そ

の

貨

物

に

及

ぼ

す

變

動

は

夫

々

異

る

9既
在
原
因
R
,生
じ
た
.る
慶
化
は
、 

交
換
に
於
て
そ
办
貨
物
が
他
の」

切
の
貨
物
に
對
す
る
支
配
力(powers 

of 

c

o

i's
d
l得

every 

C
o
m
m
o
d
i
t
y
i
n

 

e
x
c
h
a
g
e
)

に
影
#
す

る

。

即

ち

そ

の

一

般

，價

値

.cg
s
e
r
a
l

 value)
，

に
.影
響
す
る
U
外
在
的
原
_
の
變
動
は
、
そ
の 

變
動
の
^
じ
た
貨
物
マ」

當
該
貨
物
の
4-
0*

5
的
價
値
に
の
み
、
即
ち
^
の
，特
殊
便
値
'(specific, v

a
l
u
e
)

に
.の
み
影
^
す 

る
。

こ
の
双
方
の
原
因
に
作
用
す
る
事
情
は
永
久
に
變
動
す
る
。
成
時
は
た
く1

つ

の

原

因

が

.。
成

時

は

そ

の

總

て 

.

が
。
成
時
は
间一

の
方
向
に
。
又
或
時
は
反
對
の
方
.向
に
。
而
し
て
反
對
の
方
向
に
軌
く
«:
合
は
相
互
に
相
殺
す
る 

の
結
*

S
な
る(

十
六
'

~

七
買)

0

如
上
の
說
明14

於
て
は
效
用
、(

即
ち
霜
要〕

ビ
供
給V」

は

、

獨

立

の

も

の

？

し

.て

對

等

の

地

位

を

有

す

る

觀

が

あ 

る
け
れ
ビ
も
、
M

に
考
を
進
む
る
な
ら
ば
、
效
用
そ
の
も
の
が
供
給
に
左
右
せ
ら
る
、
事
著
る
し
§
事
實
が
免
出
さ 

れ
る
。
日
ぐ「

貨
物
の
效
用
"

即
ち
卿
貢
义
は
賃
借
の
對
象
^

し
て
の
、
貨
物
に
»

す
る
.
.霄
要
は
'

主

ミ

し

で

そ

.の 

供
給
を
制
限
す
る
障
礙
に
左
右
さ
れ
る」

ざ(

十
七
頁
}

。

例

へ

ば

：、
E

大
な
る
金
剛
石
旅
.最
大
な
る
願
望
の
對
象
た 

る
は
，
そ

の
供
給
を
制
限
す
る
障
礙
が
著
る
し
く
大
な
る
が
故
で
あ
る
。

效
用
垆
供
給
に
依
るw

の
旅
輝
は
、
供
給
を
以
て
そ
の
供
給
の
障
礙
5
解
せ
ず
し
て
、
☆現
在
最
ざ
解
し
て
も
®
立
：

.

す

る

.小
麥
の
不
作
が
大
麥
及
び
燕
麥
の
需
耍
を
增
加
せ
し
む
る
.ど
の
命
題
は
、
次
の
如
く
解
す
る
事
に
ょ
っ
て
の 

i

i

l

l

の
：場
合
小
麥
の
不
作
は
燕
麥
及
び
大
麥
の
悄
費
者
に
、
、此
等
を
購
寅
ず
る
力
：を
埘
さ
し
む
る

.事

に

の
‘
4
-產
に
俟
つ
の
み
で
あ
る
。
故
に
こ
、
に
沄
ぶ
需
耍
の
增
加
ミ
は
、
こ
れ
等
の
貨
物
の
..所
有
を
欲
す
る
度
合
、

0
 

ち
效
;f
の
埘
加
に
他
な
ら
ぬ(

十
五
頁)

a

反
對
の
命
題
に
，就
い
.て
は
：反

對

の

事

が

云
CA
,得
る
。
故
に
貨
吻
の
效
用
ょ 

ぞ
の
'供
給

に

依

る

事

大

で

あ

.
る
タ

同

一.

の
原
理
は 
> 
效
用
な
る
語
：を

11
に
我
攀
の
滿
：足
又
ば
快
樂
に
直
接
：11
係

せ

：'し
.兮
て
解
す
る
も
眞
で
あ
る
0

0 

<

「

如
何
な
る
稱
類
の
貨
物
で
め
っ
て
も
、
そ
れ
が
與
ヘ
得
る
快
樂
に
は
-限
度
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
快
樂
は
f

 

, 

限
度
に
到
達
す
邊
か
.以

前

に

於

て

"

急

速

^
咐
加
す
る
摩
を
以
っ
て
.減
少
す
る
。
同
稱
：の
貨
物
ニ
湖
<
 

一
I

 

快

樂

を

生

ず

る

證

霖

で

あ
る
。
十
個
が
ニ
個
の
五
倍
の
快
樂
，を
興
ふ
る
事
は
尙

:|

層
稀
で
あ
る
。
故

に|

の
：貨 

.
物

が

響

なる
に

.
隨っ
て
、
之
を
供
給
^
.れ
て
最
早
そ
れ
以
上
の
供
給
を
欲
せ
ず
、
欲
L
て

も

極

ぐ

僅

.少

な

る

人

 々

の
數
§

加
す
る
の
傾
が
|

0
此
等
の
人
々
_に
'關

す

る[|
ち

.猶
加
供
給
は
|

效
用
の
全
部
又
は
殆
ん
ざ
全
银 

を
氣
失
す

る

又
そ
の
稀
少
に
俾
づ
て
、
之
を
欲
す
る
人
の
數
及
'び
欲
す
る
度
合
は
樹
加
す
る
；の
傾
が
あ
.る
0
か
ぐ 

て
そ
の
效
.用

換
言
す
れ
ば
そ

の

一
定
跫
の
.所
有
.が
與
ふ
る
.快

樂

，
は«
加
す
る」

.美

十

.ニ
5

。
チ
ユ
I
ル
ジ
ョ
ン 

は

こ

.、
に
'シ
‘ニ
ョ
ァ
が
最
.終
效
用
說
の
先
驅
た
.る
の」

而
影
あ
る
を
|
|め
て
ゐ
る
.(

チ
.ユ
ル
_

_
ン
、
輓
近
賈
^
學 

說
史
"
山
卞
芳
一
氏
®
一
 

|十
七
直
、

シ
ム
.
ョ
ァ
は
所
謂
價
格
經
.濟
#
の
立
礙
に
立
：つ
'
:た
が
故
.に
^
注
意
は
主
と
，し
て

交
換
视
象
に
、
從
っ
て
交
換
偎
値
に
向
け
ら
れ
た
ノ
使
用
傭
値
は
殆
ん
ざ
全
ズ
顧
み
ら
れ
な
か
つ
た
。
か
ぐ
て
效
用 

遞
減
の
原
理
は
股
理)

と
し
て
芒)

ま
つ
.た
0 :
 

'

最
後
に
、

シ
ニ
ヨ
ァ
は
リ
为
ァ
.ド
ォ
：.
マ
ヵ
.ロ
ッ
ク
等
の
勞
働
價
値
論
：を
.批
評

す

る

；？:

密

i

 

c

l

) 

i

ァ

の

顏 

1

,

I
g
r

 

'



第

二

十

卷C

六
七
八

)

ご
ー
日
ァ
の
憤
値
論

 

, 

I
.
跳

「

四
；四 

勢
働
な
る
語
を
普
通
の
意
義
に
用
ゐ
す
フ
之
を
以
つ
弋
富
办
要
素
な
办
ど
す
る
論
者
が
，か

、
る
意
見
に
_
か
.る 

、
は
，
第1
に
、
«
値
に
は
單
«
:る
效

用

以

外

に

何

等

か
.
0
«性
が
必
喪
な
る
_
，

第

こ

に

：、有
用
^
し
て
勞
働
に 

ょ
6
て
獲
得
せ
ら

れ

た

.るも
の
は
總
で
價
値
あ

る
事
、
霞

I .

に > 

價
傭
6
|>
-
も

の

は

殆

ん

：％

總

て

そ
0
獲
得
に
何
程 

か
の
勞
働
を
要
し
た
る
事
.，

(has 

required )

を
觀
察
し
た
る
結
果
で
あ
る
が
、
：這
股
の
事
溃
が
價
値
に
必
須
な
る
も 

の
で
な
い
琳
は
、
そ
れ
な
ぐ
しV

©

値
の
存
し
得
る
場
合
^
想
像a

得
る
な
ら
ば
、
以
つ
'て
明
嵘
S

な
る
靜
で
あ
.る
。
 

私
が
漫
然
海
^
を
散
策
し
つ
、
あ
る
時
眞
珠
.
を
拾
つ
たV

J

し
ft
な
ら
ば
.
そ
れ
は
價
値
：を
育
し
な

い
か
。
そ
の
價
値 

は
屈
む
で
拾
ふ
占

有

の

勸

勞

の

成

果

な

-
^
/

」

マ
カ
ロ
ッ
ク
氏
は
答
ぺ
ら
る
、
で
あ
ら
ふ
0
然
ら
ば
«
を

食

し

つ

、

あ 

る
際
^
、
偶
然
當
つ
た

ミ
し
た
ら
ざ

P

で
あ

る
か
。
洵
に
效
用
の
存
す
る
處
へ
、
生
產
'
に
.必
要
な
る
勞
働
を
加
ふ
れ 

ば
、
勞
慟
の
供
鈴
は
制
限
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
常
^
價
値
を
生
ず
る
が
、「

こ
れ
は
、
そ
の
對
象
，が
供
給
に
勞
働
を
要 

す
る
^
い
ふ
そ
の
必
要
に
依
つ
て
、
供
給
が
制
限
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
お
る
？
供
給
を
制
限
す
る
他
の
如
何
な
る
原
因
' 

を
以
つ
て
す
る
も
、
こ
れ
が
貨
物
の
價
値
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
生
產
に
對
す
る
勞
働
の
..必
要
i
全
く
同j

で
あ
る」

リ
ヵ
ァ
ド
ォ
に
對
し
て
は
、
第I

に
：
價
値
の
主
要
部
分
を
勞
爾
に
負
は
ざ
る
貨
物
，は
、
リ
力
ァ
ド
ォ
の
い
ふ
如 

く
僅
少
に
非
ず
し
て
多
大
な
る
事
、
第
二
に
、
供
給
の
制
限
は
、
勞
働
自
身
の
®
値
に
も
必
袈
な
る
を
以
つ
て
、
勞 

働
を
猓
つ
て
供
給
制
限
を
捨
づ
る
は
、
1,
に
部
分
的
原
因
を
.以
つ
て1,

般
的
原
因
に
代
ふ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
採
. 

用
せ
る
*界
因
を
有
效
な
ら
し
め
'る
.べ
：
き

旗

卧

ぞ

の

も

の
.を「

も

除

外

す

、る._も
0:
な
.る
響
^;
以
つ
.：て
、答
.ビ
し
て
-ゐ
.：る
>
.ご
...

丨 

,
'
j
i

 
j

,

丨
：
i

i——

1 

乜
丨
揚
®

格
{

焚
挖
1
.
1
場—

窟
ら
さ
方
、
醤
ミ
貨
牧
の
自
然
馆
枋
を
支
梯
は
ん
i
欲
し
つ
、
ぁ
$
者
の
辑
據
》0
斜
タ

B
H
B

 

K依
つ
て
I

t
る
。

か
V
る
人
々
を
有
效
.糞
者
ミ
い
び
、
彼
等
l

:

s有
效
需
f

棚
す
べ
し
。

そ
は
絕
對
的
I

W
興V

Q
m
々

-1
, 

• 

(Wealth of Nations, ed by Cannon, vol.L P. 5W

ノ
3 

-

(

能
ニ)

、

Jr
5

c
の
首

^

Li

於
て
货
物
に
效
用
を
與
ふ
，る
路
淑
因
の
カ
は
、
需
翅
な
る
語

'
に
侬

<>
て
示
さ
れ

.
る

9
リ
'

«
0
0
.

s)
5
0

_. 

pvI

5

J 

X
我

.
々
は
そ
れ(

515

要
な
る
名
辭)

^
度
物

.
の
效
用
を
表
は
す
も

.
の
ミ
じ
て
ょ

..
リ
以
外
の
如
何
な
る
意
...农

1:
.も

;»
ぬ
な
卜
嫌
；
努

6
る

.o.
2:
a.
*

P, 15)0 

、
 

, 

-

S

以
>
を
以
て
、
*
た
木
{元
全
な
が
ら
シ
ニ
ョ
ァ
が
價
値
論
の
大
要
を
終
へ
た
の
、で
ぁ
る
が
、
實
際
に
於
て
は
、
價 

格
論
^
於
て
論
述
せ
ら
れ
て
，ゐ
る
處
に
し
て
以
て
價
値
論
中
^
當
然
加
：ふ
べ
：き
も
の
が
多
い
？ 

シ
ニ 

ョK

にW

つ
て
價
格
ビ
は
貨
幣
を
以
て
表
は
さ
れ
た
る
.
.般
的
價
値
に
：過
ぎ
な
い
か
4
-で
ぁ
る
。
故
に
價
窩
論
の
意 

義
を
明
瞭
な
ら
し
む
る
の
目
的
を
以
て
、
そ
の
目
的
に
副
ふ
範
圍
內
に
於
て
些
か
そ
の
價
格
論
に
論
及
す
る
。

今
價
値
論
を
耍
約
す
る
な
ふ
ば

(

：c

玄
換
さ
れ
^
る
：も

の

は

可

讓

性

を

有

し

*
供

給

に

制

，
限

が

ぁ

ヶ

且

0:
效
.用
.を

有

す

る|
切

の

も

の

に

.
し
て 

,

亦
か
、
る
ら
の
に
限
ら
れ
る
。
而
し
て
か
、
る
屬
.性
を
有
す
る
も
の
.に
し
.て
初
：

v

交
換
寶
質
を
有
し
辱
るo 

(

ニ)

ご
物
の
栩
互
: «
値
は
懷
値
の
內
在
原
因
及
び
外
在
原

_
ざ

稱

せ

ら

る

、
こ
.龃
_の
：原

因

に

據

る0
こ
の
- 

:
泡

び

原

因

は

夫

々
交
換
せ
ら
る
、
ニ
物
の
一
方
に
效
用
を
與
え
‘
且
つ
そ
の
^
給
を
制
限
す
る
處
の
も
の
で 

め
る『

故
に
慣
値
は
結
局
諝
嬰
^
供
給
の
|1
係
に
依
ク
て
定
ま
る
.:
0
.
'

(

三
}
:併
し

乍

ら

供'鈴

制

限

が

特|-
重

要
.：に
し

て

、

效

用

も

亦

乏
^
據
.る
事
大
で
も
る
0

.

.

笫

ニ

十

盤(

六
七
九‘

)

s

a
T
Q
值
値
論， 

第
五
驄



_

'
.f
I
T
-
怨

(

六
'/
\
-0)

. 

'
シ
ニ
.、ョ”ァ
の
値
«
論

 

.

.
第
®

^

r
^
H
、

然
6
ば
か 

> る
重
®
な
：石
供
給
制
限
は
何
け
侬
つ
て
逢
す
る
か
。；：

即

ち

供

給

を

制

限

す

る

障

礙

は

何

.
で

あ

る

か

。 

又

如

何

様

に

し

て

へ

此

等

の

障

礙

..が
、
種
々
な
る
#
換

對

象
0
相

互

：的
：價

値

に

影

響

す

る

か

.。M

れ

價

格

論

の

答

ふ

る 

處
で
あ
る
。

.

元
來
貨
物
の
ー
.般
的
：價
値
な
る
も
の
、
則
.ち
..そ

の一

定

量

ど

釣

き

：換

え

，に
、獲

得

し

得

：ベ
：

他
 

の
量
な
る
も
の
は
、
到
成
猶
定
し
*
;き
も
の
で
あ
る
。
#
:に
於
て
"

一
貨
物
を
撰
定
.し
、
之
を
巾
介
ど
し
て
尬
のj 

切
の
貨
物
.の
價
値
を
种
ら
ぅ
^
す
る
。
こ
'の
貨
物
は
貨
幣
で
あ
つ
で
、

一
度
之
.が
用
ゐ
'ら.
る
、
に
到
れ
ば
、

|

切
の 

價
値
は
そ
の
名
^
於
て
呼
ば
れ
，る
。
こ
れ
が
價
格
で
あ
る
。
故
に
價
格VJ

は
貨
幣
に
：於
け
：る
一
般
的
價
値
で
あ
る 

(

九
十
六—

七
頁)

。

/

 

.  

,

化
^

を
$
限
す
る
諸
原
闼
か
■價
格
.に
及

ぼ

す

影

響

の

說

明

に

：入
';

る

前

に
、

シ
ニ
ョ
'

 

ァ
は
一

言

「

自
_

の
如
ぐ

^

思 

.は
れ
る
で
あ
&

ぅ
が.
然
も
常
：に
P

W
に
瞳
く
ベ
き
も
の」

ビ
し
て
‘

次
の
命
摩
を
柿
入
し
て
ゐ.
る
。

，
.日
‘ぐ 
 ̂

V

-

T

 

 ̂

•
.

? ;
s :
l
J -
n

 

が
無
制
限
び
る
象
に
は

、

生
办
.q:

效
用
：̂

. 

%! :
い

い

家

か

か

敷

ト

き

き

い

I

V
い

ぎ

め
 

' *
す
る
爲
め
に
な
ハ
れ
る
犠
牲
に
比
例
神
い
。
何
ど
な£

心
、
何
ル
い
0
の
かi

 C
i

於
x

i
 

§

裳

い

裳

ぃ
 

摩
に
依
：つ
て
へ
f

か
な
る
滿
，

得
ら
る
、
な
ら
ば
、
む

1

® >
I ;
J.?

I :
4
ー| :
乾

わ
 

る
を
欲
し
な
い
も
の
で
あ
る」

ハ
九
十
七
良)

。

ざ
て
供
給
を
制
限
す
る
諸
原
因
に
立
戾
る
。
.

,

. 

‘ 

貨
物
の
中
に
は
、
今
日
最
早
茌
布
せ
.ぬ
耍
因
の
成
®
た
.る
も
の
、
若
し
◊
は
離
れ
た
：1
定

.な

昽

期

に

作

用

す

る

要

.

.

.

.

.

. 

H

I
 

ご

:•
:, 

. 

.
二

- 

' 

■ 

. 

■ 

度

..̂

.

き
ョ，

ミ

供
給
は
增
加
不
可
能
で
あ
り
、
後
者
0

‘そ
：れ

は

算

定

出

來

な

：
い

。

か

 

>

る
貨
物
0 .

價
値
は
、
，何
等
一
定
の
原
啩
に
從 

は
ぬ
。
全
く
社
會
の
赏
ど
趣
味
に
據
る
。
益
に
は
かA

る

貨

物

を

除

き

、

そ

の

供

給

が

疋

確

又

は

充

分

疋

雜

に

：近

：く 

算
定
し
得
る
貨
物
の
み
を
®
論
す
る
事
ざ
す
る
。

何
人
も
支
配
し
得
ベ
き
自
然
.の
援
助
の
み
を
受
け
て
、
勞
働
ビ
制
欲
が
生
產
す
る
貨
物
の
供
給
に
對
す
る
•
障
礙
は
，
 

全
く
そ
の
生
產
に
翌
す
义
勞
働
ビ
制
欲
を
い
つ
\
で
も
甘
ん
&

て
忍
ば
ぅ
と
す
る
人
；々
を
見
出
す
の
困
難
に
存
す
る
。 

換
言
せ
ば
、
供
給
は
そ
の
生
產
費
：に
：依
つ
て.
制
限
せ
ら
れ
る(

九
十
七
頁
- 

然
ら
ば
生
產
费
く
は
何
ぞ
や
。

そ
の
生
產
論
に
*
い
て
、

シ
ニ
ョ
ァ
は
此
處
に「

制
欲」

な
る
觀
念
を
容
る
、
事
：の
不
可
避
を
主
張
す
る
。
そ
の
論 

證
？
し
て
、

i

ァ

ド

ォ

-

マ

ル

サ

ス
フ
ジH !

ム

ス

、、、
ル
、ト
レ
ン
、ス
等
の
諸
動
に
批
評
を
加
へ
て
ゐ
る
0 

r

シ
ー
一
ョ
ァ
の
解
釋
に
從
へ
ば
ノ
ジ
ヵ
ァ
ド
オ
f

、
ル
^
は
、
結
局「

生
產
费」

に
就
で
0
章
見
に
於
て
は
一
致
す
る 

も
の
で
あ
つ
て
、
共
に
利
pi
を
そ
の
中
に
加
べ
て
ゐ
る
。
茲
に
ト
レ
シ

ス

が

批

評

の

.價

値

は

：

存

す
る
。
ト
レ
ン
ス
は 

刹
綱
な
る
も
の
は
生
產
の
結
果
生
ず
る
も
の
で
あ
つ
て
、
生
產
化
先
ん
じ
て
存
在
す
る
も
の
で
な
い
。
從
づ
て
之
を 

生

產

業

に

..加

ふ

る

は

不

可

な

{
ミ
主
張
す
る
。
此
の
批
評
.に
對

し

て

ば

-

シ一一
ョ
ァ
は
^
分
な
る
讃
意
を
表
し
で 

ゐ
る
が
、
單
に
利
潤
を
除
く
S
の
み
で
は
不
足
で
あ
る
。
之
f
c代
るv

き

も

の

を

與

え

：ら

れ

な

け

れ

ば

な

^,
ぬ
b
ト 

レ
ン
ス
の
：誤®
は

省

略

の

誤
！
！

で

あ

る
£
石
つ
，て.ゐ
る
0
省
略
す
べ
か
ら
ざ
る
も
0
は
^

マ
^

サ
メ
の
.
意
見
も
亦
、
制
欲
な「

る
名
辭
の
不
足
ょ
6

し
：て
言
.
語
の
不
龙
確
に
陷
れ
る
も
の
ぢ
解
釋
さ
れ
た
。

マ
ル

f -
U
T-
卷.
.

C

六
八.

.

一
)

ジ
ゴ
9
ア0
似
値
論.

 

.

菸
五：

雄

L

四
.■七



S

I
 

V

2ァの
I

論 

“
荔

5

八

.ナ
ス
.は
、
m
な
る
勞
働
の
他
に
何
物
か
4
生
產
に
，必
要
な
.る
：を
®
じ
^
如
く
で
あ
る
。
彼
は
簞
な
る
勤
勞
が
®
#
を 

變

じ

て

懷

値

あ

る

森

林
.艺
な
す
も
.の
で
な
：い
事
を
威
：じ 

遠
為
成
果
0
生
產
に 

.そ
の

勢

働

：を

向

け

^
^
:
い

ふ

犠

牲

が

添

加

せ

る

を

も

、

忍
：ば

ね

ば

な

ら

：ぬ
。

マ
ル

.ザ

.ス
は
：'こ
の
犠
牲
を
以
て
生
產
1 

の

一

咅
ゼ
考
へ
た
彼
が
生
產
费
の

.一;

部
ビ
し
て
利
?ft
を
數
へ
た
'<
5
.時
、
锻
の
意
味
す
る
も
の
は
、
實
は
利P

を
以 

.て
支
#
は
る 
'
行
爲
な
の
で
あ
つ
：た
。
勞
銀
を
數
ふ
る
人
：々
の
#
味
す
る
處
好
、
勞
銀
に：

非
ず
し
て
勞
働
な
る
に
等 

し
い
不

JH
確

で

あ

る

。

此

等

，の

誤

謬

は

3
制
欲」

0

_
念
を
.誘
入
す
名
事
に
傅
つ
亡
救
は
れ
；る
ヒ
說
ぐ
の
で
あ
る(

W
 

頁)

。

.

, 

,

.
力
■ぐ
し
て
.シ
二
ョ
ァ
は
、
生
產
费
を
定
義
し
て「

生
產
に
必
恶
な
る
勞
慟
及
び
制
欲
0
高」

な
り
ど
い
ふ「

.?
〇 

1

頁)

。

勞
儆
.の
'意
_
.は
.說
く
の
要
は
な
い
が
、
制
欲
ビ
は「

自
己
が
支
配
し
得
る
も
の
：を
不
生
產
的
に
使
用
す
る
事
を
楚 

し
扣
ぇ
、
若
し
く
は
、
有
意
的
.に
即
時
の
成
果
の
生
產
ょ
.
{も
、
_
の
成
果
の
生
產
：を
摘
.ぶ
"
人
の
行
爲」

.を
い
L 

の
で
あ
る(

五
十
八
貢
}。
元
來
シ
-
ョ
ァ
は
.「

制
欲」

な
る
言
葉
を
生
產
論
に
於
てr

資
本」

な
る
言
葉
の
代
々
に 

用
ゐ
た
の
で
*
つ
て
> 
そ
の
理
由
ざ
#
:る
處
は
、
資
本
な
る
も
の
は
單
純
は
る
生
產
耍
素
に
非
ネ
し
て
，
大
多
數
の 

場
合
、
三
生
產
耍
素
の
全
部
が
結
合
じ
て
.出
來
た
も
の
で
あ
る
か
倉
い
ふ
の
で
あ
る
.
從
っ
て
1

に
f

ら

る 

、
{:
當
..つ
て
は
、
他
：の
經
濟
學
者
が
資
本
な
る
言
葉
を
使
用
す
べ
き
場
合
に
：用
ゐ
：て
ゐ
る
事
が
多
い
。
坦
し
普
I
こ 

，資
本
の
跫
し
を
云
ふ
場
合
に
は
ぐ
そ
の
資
本
の
投
下
さ
れ
て
ゐ
る
期
間
を
含
め
な
ぃ
場
合
が
め
る
が
、「

制
欲
の
最」

 

ク
埸
.合
に
，は
、
收
穫
.を
徒
つ
期
間
珞
當
然
A
る
事
に
注
意
す
，る
__を
.耍
す
る
.
。

.

.

住
產
に
必

.

耍
な
る

^
?.

働
.

及
.

び

制

欲

の

甘

问

，
な

.

6
ざ
定
義
せ
ら
れ
农

'.

名
往
產
费
：は
、.

.

生
產
者

.

側

0
注
產
设
ビ
、
消
费
素 

侧
の
生
糜
费
に
分
れ
る
前
者
は一

足
の
貨
物
乂
は
勤
務
を
販
.賣
す
る

.

も
の
が
、
引
&
緻
き
こ
れ
を
生
產
し
得
ん
が

爲
め
に
衆
る
べ
き
勞
働
の
制
欲
の
高
で
あ
6
、
後
者
は」

定
の
.貨
物
又
は
勸
務
の
提
供
を
受
く
る
者
が
"
苦
し
之
を

購
'買
す
る
代
り
に
自
ら
生
產
す
るV」

せ
ば
蒙
る
べ
き
勞
働
<

制
欲
の
高
で
め
る
。
前
著
は
價
格
の
最
高
限
*
後
者
は

最
低
«-
を
な
す
。
自
由
競
走
の
下
に
あ
つ
て
は
前
者V 」

後
君
は
一
致
し
、
價
格
は
生
產
費
を
表
は
す
"

如
上
の
照
理
は
完
全
汶
る
自
*

競
爭
を
假
宠
し
て
の
事
で
あ
る
か
ら
>

實

際

上

，は
か
_
、
る

完

全

な

る

自

出

競

走

の

存
せ
ざ
る
爲
め
に
、
種
々
な
る

妨

®

を

受く

ベ
さ
は
明

ら
か
で
あ
る

が
，
經
濟
學
は
特
殊
の
事
實
に
關
は
ら
す
し
て
、

1

般
的
傾
向
を
論
す
る
も

の

で

あ
る
さ
れ
ば
、
生
產
®
に
對
し
て
自
由
競
爭
の
_

に
於
げ
る
價
格
の
規
制
力
を
與

ふ
る
は
之
を
以
て
價
格
が
到
達
す
る
挪
な
りw

す
る
に
非
す
し
て
價
格
が
常
に
接
近
せ
んv

j

し

つ

、

あ

る

動

搖

の

中

心
な
りV」

い
.■ふ
意
味
で
あ
る
。

.

以

：上,そ
の
價
値
に
就
い
て
論
述
せ
る
貨
物
は
、
そ
の
生
產
费
.

0

定
義
.
：

2

み
て
も
明
燎
な
る
如
く
、
そ
の
生
產
に
砧

勞
働w

制
欲
、通
俗
の
言
葉
を
用
^
れ
ば
勞
飯
S
利
澗
の
み
が
支
配
.さ

る

、
處
0
も
の
で
あ
る
が
、
實
際
に
於
て
は
か

、
る
貨
物
は
著
る
し
ぐ
僅
少
で
あ
つ
て 

' 
大
多
數
の
場
合
に
何
等
か
擅
有
せ
ら
れ
た
.る
：自

然

的

耍

因

の

助

ヵ

を

舜

く

る
の
が
常
で
あ
る
。
そ
の
生
產
行
©
の
如
何
な
：る
©
に
於
|て
も
、
土
«
や
^

^
の
特
殊
な
利
益
、
心
#
の
#

殊
な
能
力

或
域
人
に
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
か
又
は
法

#

に
依
つ
：て
模
倣
を
禁
せ
ら
れ
た
る

^

*

方
法
の
助
力
を

^

け

な

い

«

_

は
、

如
：！I
：

に
僅
少
で
あ
る
か
。
即
ち
^

^
を
以
て
そ
の
報
酬
ど
す
る
も
の
の
援
助
を
唼
け
な
‘い
も
の
が
幾
何
あ
る
か
。シ

二
ョ
ァ
は
：、
か

、
る
拨
助
を
受.
ぐ
る
座
產
物.
を
獅
占
の
自
的
ミ
稱
し
、
か

、
：る
自
然
的
喪
因
を
：擅
有
す
る
も
の
：を
猶
占

紙
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付
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る
。
か
1

獅
占
の
貨
物
の
價
値
が
、齋

1

(

1

働
の
所
產
よ
I

必

^

故
に1
貨
物
を
以
て
、
自
農
爭
の
下
に
生
產
せ
ら
れ
從
つ
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湯

ど
制
欲
の
成
果
で
あ
つ
て
、
何
等
,

せ
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れ
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S
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助
力
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t
て
之
を
考
ふ
る
場
合
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決
し
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'か
S
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I

I
す
る
ど
い
ふ
の
1

な
く
、

遇
；̂

I

I
ら
ば
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I

價
格
s

f

座

理

は

こ

れ

で

あ

さ

い

I

 

(

§

ー

~~ .1

釔
.
.
1、

以
上
述
べ
來
つ
I

値
論
の
擎
處
は
貨
物
の

f

 

f

る

霞

可

#
財
S

値
は
，
自
由
競
2

下
に
在
？
 

者

侧

I

欲
よ
I

I

產

费

に

馨

す

る

事

又

、

シ
ニ
“

.ァ
：の
謂
ふ
獨
占
の
加
は
る
も
の
に
あ
つ
1

、

I

 

ば

H

る
事
こ
れ
で
あ
る
”
然
も
貨
物
の
大
多
數
は
か
ゝ
る
獨
占
の
下
に
あ
る
を
以
て
、
M '
4
4
4ぶ

輪
 

を
以
て
い
へ
ば
。
大
多
數
の
貨
物
の
價
値
2

代
"
雪

及

び

利

f

 

▲

る

生

震

に

依

？

決
定
せ
ら
る
、
P
 

說
ぐ
に
近
い
。
而
匕

5

値
論
よ
ぅ
み
れ
ば
、
生
®

5

供
給
.の
障
礙
な
I

考
へ
&
れ
て
s

o

シ
一
一
ョ
ァ
は
、
-勞
働
を
以
て
K
他
の
供
給
隙
礙VJ
同
列
に
置
ぐ
事
に
依
つ
て
リ
ヵ
ァ
ド
ォ
.よ
々
も
寧
ろ
マ
レ

サ
ス

l i
:
近

づ

气

5
が
供
給
に
依
賴
す
る
の
著
る
し
き
事
を
ヵ
說
す
る
事
に
依
つ
て
、
價
値
論
中
に
於
け
る
供
給
の
意 
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1 :

パ

摘

し

む

る
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し
て
I

費
中
に
地
代
I

利
,

i
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S

3 0
J

バ
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チ
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f

ル
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ジ

ョ

シ
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シ
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一

ョ

ァ

に
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界
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用
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の

先

驅

者
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る

の

面

影

を

見

出

す

^

典
：
、
そ
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0 p
“
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/
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l
J t
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つ
て
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後
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書
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筆
者
ど
し
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夙
に
令
名
あ
るE

d
w
i
?

 

R
.

 

A
.

 

S
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g
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a
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o
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i
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I
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F
r
a
n
c
e
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:

を
公
に
さ

れ

た
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共
に
敎
授
が
之
れ
ま
で
に
發
表
さ
れ
た
多
く
の
論
文
並 

R
I
I演
筆
記
の
ぅ
ち
で
未
だ
他
の
自
著
中
に
輯
め
ら
れ
て
居
ら
ぬ
も
の
で
然
か
も
單
な
る
一
時
的
興
味
以
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に
出
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I

前
著
序
文
中
の
敎
授
の
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據
れ
ば
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し
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し
て
經
濟
學
に
關
す
る
論
說
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前
著
R
又
.財
政
學
に
W
ず

る

：
も

の
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を

後

著

中
に
輯
錄
し
姉
妹
篇
と 

し
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版
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れ
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あ
る
。

被
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紹
介
せ
ん
ど
す
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s

s
a

y
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c

o
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o
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i
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一

九
ニ
五
1年
.
に

至

る

間

に

.起

稿

さ
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た
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一)

學
術
雜
誌
へ
の
論
文
.
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ニ)

講
義
及
び
演
說
3

|)

共

墨
»

の
書
册
べ
寄
稿
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:

論
說
ー
へ
四)

政

府

委

員

會

の

.報 

吿

等
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四

章

を

？
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之

を

硏

究
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分
け
れ
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一
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經
濟
皋
史
の
硏
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四
章0
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1
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經
濟
理
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三3
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濟
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す
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